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特集

■一部変更になることもあります

編集後記
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◎編集室ツイッター　http://twitter.com/KANGOKYOIKU

 チーム医療を培う IPE
医療人共通教育としての「医学概論」
コミュニケーションを体験で学ぶ看護・医学合同セッションから　　高塚人志
亥鼻 IPEの現在　看護学部・医学部・薬学部 3学部合同カリキュラムの展開　　酒井郁子
医療各職種それぞれの生涯教育がめざすもの　　福原麻希
ケースで紹介する 多職種理解のカギになる協働アプローチ法　　京極　真
看護教育者から見た IPEの可能性と意義　　大塚眞理子
インタビュー●多職種連携を支える「看護科学」のための教育を　　薄井坦子
【資料】
「大学における看護系人材養成の在り方に関する検討会最終報告」添付資料（平成 23年 3月 11日）

【連載】
『形態機能学』で看護教員が教えられること・5（最終回）　　小林美智子
学生の目　教員のまなざし・6　日本赤十字広島看護大学
「教え方の本」を読む！・6　　山岡美納子
やっぱり，私は看護師だった・6　　那須あい
誌上 FD　自己決定できる「女性」を育てる　気づきと目覚めのジェンダー教育・18　　沼崎一郎
Mail From USA─『JNE』を読み，世界の看護教育の流れを知る・26　　原田奈穂子

●「循環型教育」によって，基礎教育現場と臨床現場をより結び
付けようという考え方は，もしかすると看護独特のものかもし
れません。なぜなら，同じ医療職である医学教育においては，
基礎教育を行う教員と病院で実際に医療を行う臨床家は，ほぼ
不可分だからです。●以前より，基礎教育の教員と臨床看護師
の距離を縮めようという試みは多くありましたが，大学病院と
いう臨床現場をもつ看護系大学においては，循環型教育の先に，
医学教育のような形式を模索できる可能性もないわけではあり
ません。専門学校が，ユニフィケーションという形式で「循環
型教育」に目を向け始めた以上，約 200校に増えた大学は，さ
らに先を見据える必要があるでしょう。看護教育 4年制化を打
ち出す以上は，そのくらいの覚悟で改革を進めていってほしい
ものです。 …大野

●未曾有の天災に襲われる皆様に心よりお見舞い申し上げま
す。そのご快復を願ってやみません。●こうした折に義援金ブー
ムが巻き起こるのは嬉しいニュースなのですが，比較的安心で
きる宛先として，日本赤十字社に衆目が一致することを再認識。
創立者佐野常民の思いがずっと生きていることを気づかされて
います（看護歴史研究室吉川龍子さんによる伝記あり。吉川弘
文館）。先人の“はじめのいっぽ”がどれほど貴重であるかを。
●今春，本誌から『訪問看護と介護』誌に異動となります。この
3年間は，政府での看護教育施策の審議過程とリンクした時期
にて，同時に本誌 50巻の節目も跨ぎました。自然と看護界の
歴史を振り返る貴重な勤務をさせていただいたこと，ご支援い
ただいた方々に厚く御礼申し上げます。●次号は，着任時に本
欄でひっそり予告していた「IPE」特集です。感謝。 …青木
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